
発行昭和 63年 5月 1

発行所大洗町役場
千311-13茨城祭東茨城郡大洗町磯浜田J6881ー幻5

智大洗(67)51 f 1側
広報公聴案

富士オフセット印刷側

程水戸 (31)4241(ft) 

日

集

剛

刷

編

印

(題字:梨本伯月先生害)

む連りむ議

す
べ
て
の
国
民
は
、
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
生
ま
れ
、
か
っ
、
育
成
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
克
支
は
、
ひ
と
し
く
そ
の
生

活
を
保
障
さ
れ
、
愛
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
れ
は
、
戦
後
の
焼
土
か
ら
復
興
に
ム
立
ち
上
っ
た

昭
和
幻
年
に
、
戦
災
孤
児
と
な
っ
た
子
供
た
ち
の
救

済
を
急
務
と
し
て
進
め
な
が
ら
、
す
べ
て
の
児
音
一
一
の

福
祉
を
、
国
の
責
任
に
お
い
て
推
進
し
よ
う
と
制
定

さ
れ
た
「
児
童
福
祉
法
L

の
冒
頭
に
あ
る
児
童
福
祉

の
理
念
で
す
。

そ
れ
か
ら
鉛
年
あ
ま
り
の
歳
月
が
流
れ
、
経
済
の

成
長
に
合
わ
せ
て
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
は
豊
か
に

な
り
、
子
供
た
ち
の
生
活
も
、
品
目
と
は
比
べ
よ
う
も

な
い
く
ら
い
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
反
郡
大
き
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ

る
の
が
、
子
供
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
で
す
。

と
り
わ
け
少
年
の
非
行
な
ど
か
ら
引
き
合
い
に
出

さ
れ
る
の
は
、
家
庭
教
育
の
あ
り
方
で
す
。

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
て
る
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
大
人
一
人
一
人
に

与
え
ら
れ
た
責
務
で
す
。

各
ご
家
庭
で
も
、
親
と
し
て
わ
が
子
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
、
何
を
ど
の
よ
う
に
語
り
か
け
て
い
く
べ

き
か
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
も
の
で

す。
見
童
一
福
祉
法
対
象
人
間
(
0
才
j

日
オ
)

五
、
二

O
八
人

(
ι
1
現
在
)

0
オ
i
6
才

一
、
六
七
三
人

7
オ
1
日
オ

ニ
、
六
七
五
人

16 
オ

22118 
δ才
人

φ写真をさしあげます。

本紙に掲載したそ子どもさんの写真(町長と

一緒の方は除く)をあげます。(白黒S版)
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よ
う
な
立
場
の
発
生
で
も
あ
り
ま
す
。

事
故
駒
止
に
向
け
て

~"\ 

3
月
訪
日
未
明
、
夏
海
バ
イ
パ
ス
で

中
央
分
離
帯
(
高
さ
お
セ
ン
チ
・
巾
叩
セ

ン
チ
)
を
乗
り
越
え
た
乗
用
車
が
、
対

向
車
と
激
突
し
、

3
入
が
即
死
す
る
と

い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
い
つ
も
悲
惨
で
す
。
事

故
の
発
生
は
、
問
時
に
生
命
・
負
傷
・

葬
儀
・
入
院
・
遺
族
の
悲
し
み
・
生
活

不
安
・
民
事
補
償
・
刑
事
罰
・
行
政
罰

(
免
停
)
・
裁
判
な
ど
、
加
害
者
・
被

害
者
双
方
と
も
に
、
煩
雑
で
息
苦
し
く

考
え
た
だ
け
で
も
逃
げ
出
し
た
く
な
る

こ
ん
な
交
通
事
故
を
少
し
で
も
減
ら

そ
う
と
、
今
年
も
「
春
の
全
箇
交
通
安

全
運
動
」
が
4
月
6
5
か
ら
訪
日
ま
で

笑
施
さ
れ
、
ま
し
た
。
当
町
で
も
交
通
安

全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
、
安
全
運

転
管
理
者
協
議
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
等
の
各
部
体
の
皆
さ
ん
方
を
中
心
に
、

次
の
よ
う
な
活
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

①
交
通
指
導
率
に
よ
る
町
内
巡
回
広
報

@
仏
報
銭
…
線
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
の

呼
び
か
け

おお

物損事故
6，000 一一一・人身事故

5，000 .-~ヨ聖司
4，000 

3，000 

一 苛扇.-一一一・ ~一一畳一一一@

1，000 

、500

Fギザglj 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 
人身事故 1，581 1，584 1，653 1、655 1，715 1，612 1，493 1，496 1，665 1，830 

物損事故 2，324 3，124 3，172 3，299 3、689 4，231 4，365 4，988 5，359 6，250 

死者数 30 33 33 28 33 37 33 32 39 33 

傷者数 2，085 2守102 2，149 2，193 2，074 1，958 1，958 1，971 2，149 2，309 

昭手063年5月1日

人身@物損事故発生件数と死傷者数の推移

こ
の
よ
う
な
関
係
者
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
国
・
県
内
田
水
戸
警
察

署
管
内
(
グ
ラ
フ
参
照
)
い
ず
れ
も
事
青
少
年
相
談
員
は
臼
頃
か
ら
、
地
域

故
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
全
国
の
交
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
の
早
期
発

通
事
故
死
者
数
は
6
年
連
続
9
千
人
を
見
と
防
止
、
有
官
官
環
境
の
浄
化
な
ど
を

越

え

て

い

ま

す

。

、

王

な

任

務

と

し

て

活

躍

さ

れ

て

い

る

民

「
明
日
は
我
が
身
」
と
思
っ
て
間
違
間
有
志
の
方
々
で
、
当
町
に
は
現
在
、

い
あ
り
ま
せ
ん
。
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
町
長
か
ら
委
端
さ
れ
た
別
名
の
方
が
お

勿
論
、
自
転
車
・
歩
行
者
の
皆
さ
ん
も
り
ま
す
。

正
し
い
交
通
ル

l
ル
を
守
り
、
交
通
事
異
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
町
内
を

故
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
八
斑
に
わ
け
毎
月
持
ち
区
を
随
時
パ
ト

ょ

う

。

ロ

l
ル
す
る
ほ
か
、
夏
季
期
間
や
夏
祭

り
時
の
夜
間

O
守
り
ま
す
ベ
ル
ト
に
速
度
に
車
問
距

f

〆

、
ト
B

コ
1
i
L

離

ノ

E

大
洗
駅
周
辺

o安
全

へ

つ

な

ぐ

老

い

の

手

幼

い

手

-
や
列
車
巡
回

O
然
灯
火
は
乗
る
人
見
る
人
ま
つ
く
ろ
g

等
の
特
別
活

、
7

動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
環

境
浄
化
活
動

と
し
て
は
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増
え
続
け
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通
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故

前
職
員
の
表
彰

竹
内
町
長
は
、
四
月
一
日
、
町
職
員

表
彰
規
程
に
も
と
づ
き
職
員
十
一
名
を

表
彰
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
前
職
員
の
勤
労
意
欲

の
高
揚
と
業
務
能
率
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

の
責
任
を
自
覚
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
、
十
一
名
の
職
員
は
六
十
二
年

中
に
お
い
て
、
特
に
精
勤
を
も
っ
て
勤

丸
め
ら
れ
そ
の
勤
務
態
度
、
成
績
等
に
よ

ー
し
り
町
表
彰
審
査
委
員
会
に
お
い
て
推
奨

材
。
さ
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

京
、
部

わ

被

表

彰
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国
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作
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主

事

損
日
佐
久
間
伸
水
保
健
衛
生
係
長

物

の
γ
こ
山
口
志
津
子
総
務
課
、
玉
事

町
村
恥
杉
山
り
え
子
広
報
公
務
{
季
五
熟

成
硝
山
口
静
江
住
民
課
、
玉
事
、
〉

*

*

橋

本

啓

助

建

設

課

技

師

不
良
図
書
自
販
機
の
監
視
、
指
導
や
、

有
害
違
法
広
告
物
の
撤
去
な
ど
。
健
全

育
成
事
業
で
は
、
巡
回
広
報
活
動
や
学

校、・

P
T
A
-
警
察
署
等
各
関
係
機
関

と
の
話
し
合
い
を
持
ち
連
携
を
密
に
し

て
お
り
ま
す
。
以
上
の
様
な
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
員
は
非
行
青

少
年
等
の
監
視
や
、
取
締
り
、
補
導
を

主
な
日
的
と
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
む
し
ろ
相
談
員
は
青
少
年
の
良

き
理
解
者
と
な
り
、
悩
み
ご
と
の
相
談

相
手
と
な
る
こ
と
を
、
王
限
と
し
て
お
り

ま
す
。又
立
場
上
知
り
得
た
秘
密
は
閤
く
守

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
青
少
年
問
題
で
お
悩
み
の
方

は
各
地
底
の
青
少
年
相
談
員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

内
本

JlI瞬

こ
の
た
び
、

6
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
建

設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、
内
水
面
漁
業

用
の
松
川
漁
港
が
竣
工
し
、
去
る
4
同
九

回
目
に
、
地
元
漁
業
関
係
者
の
主
催
に

よ
る
、
松
川
漁
港
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
、
喜
び
を
分
ち
あ
い
ま
し
た
。

内
水
面
漁
船
は
、
従
来
、
「
船
溜
り
」

や
湖
岸
提
を
繋
留
泊
地
と
し
て
使
用
し

て
き
ま
し
た
が
、
船
溜
り
は
農
業
用
水

路
か
ら
の
流
下
土
砂
の
堆
積
一
に
よ
り
、

水
深
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
湖
岸
提

へ
の
繋
留
も
操
業
上
や
安
全
性
に
問
題

が
あ
る
た
め
、
こ
の
漁
港
建
設
に
つ
い

て
は
、
地
元
漁
業
者
長
年
に
わ
た
る
宿

願
で
あ
っ
た
も
の
で
す
。

〔
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概
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一
、
タ
オ
ル
一
宮
本

大
洗
町
、
氷
町
日
一
弘

寿
会
田
山
静
江
殿

老
人
ホ
!
ム
用
と
し
て
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

町

を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
基
本
的
な
制
度
の
違

う
調
者
を
同
列
に
置
き
、
比
較
し
あ

い
、
優
劣
を
競
う
こ
と
な
ど
無
理
な

の
で
す
。
こ
う
し
た
傾
向
を
助
長
す

る
生
命
保
険
会
社
等
の
セ
ー
ル
ス
方

法
に
も
問
題
が
あ
る
よ
、
つ
に
思
わ
れ

ま
す
。
互
い
を
競
争
関
係
に
惹
く
の

で
は
な
く
、
公
的
な
制
度
で
あ
る
留

民
年
金
を
基
本
に
し
、
億
人
年
金
は

補
完
的
な
年
金
と
し
て
考
え
る
べ
き

で
す
。ま
た
、
個
人
年
金
へ
の
加
入
に
よ

っ
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
と

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
保
除
料
負

担
能
力
を
考
え
加
入
す
る
心
構
え
も

大
切
で
す
。

金

金

毎
年
と
人

民

鳳

細

菌

国J

生
命
保
険
会
社
や
郵
便
局
が
カ
を
入

れ
て
い
る
商
品
に
個
人
年
金
が
あ
り
ま

す
。
最
近
で
は
「
夫
婦
年
金
」
と
い
う

も
の
が
売
り
出
さ
れ
、
人
気
を
集
め
て

い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
か
、
国
民
年
金
の
話
し
を

す
る
と
「
倒
人
年
金
の
方
が
得
で
は
7
」

「
個
人
年
金
に
入
っ
て
い
る
か
ら
保
険

料
が
納
め
ら
れ
な
い
U

と
い
っ
た
声
が

返
っ
て
き
ま
す
。

(
Y
生
)

し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
く
だ
さ
浜
松
来
社
会
保
険
事
務
所

ぃ
。
確
か
に
個
人
年
金
に
は
国
民
年
金
六
十
ニ
年
十
一
月
発
行
「
ね
ん
き

に
は
な
い
生
命
保
険
的
な
部
分
が
あ
り
、
ん
」
よ
り
転
載

そ
の
点
で
は
魅
力
的
な
高
一

:Jー ;
1
1
2
J
i
-
-
1
;
;
;
S
I
l
-
-

口

問

で

す

。

一

l
L
7
7
ド
!
イ
j
r
/

一

そ

の

反

面

、

年

金

給

付

一

銭

桜

焼

事

同

議

鞠

Z
/

一

に
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
一

MWe
泳
》
1

聖
ベ
関
門
'
ノ
/
合
調

額

の

改

定

が

な

い

な

ど

の

一

弾

れ

欝

Y

弘
通
五

欠

点

も

あ

り

ま

す

。

国

民

一

例

霧

島

F

ぺ
「
裂
に

年

金

に

は

個

人

年

金

に

な

一

九

¥

紛

が

伸

一

吋

辺

警

選

ヱ

い
も
の
、
個
人
年
金
に
は
一

1
{
{毛〈
r

¥

{

一

国

民

年

金

に

は

な

い

も

の

一

1

(

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
拡

速
や
か
に
層
け
出
し
ま
し
ょ
う

町城町域;i毎

国
民
年
金
の
老
令
基
礎
年
金
や
障
害
し
ま
う
と
後
日
返
納
し
て
い
た
だ
く

基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
が
死
こ
と
に
な
り
ま
す
。

亡
し
た
時
に
は
、
遺
族
の
方
か
ら
速
や
従
っ
て
、
年
金
受
給
者
が
死
亡
し

か
に
「
死
亡
届
L

を
提
出
し
て
い
た
だ
た
時
に
は
、
当
町
役
場
住
民
諜
年
金

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
係
に
も
「
死
亡
届
」
を
提
出
し
て
く

年
金
の
支
払
い
は
、
年
金
受
給
者
が
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
給
者
が
死
亡
し

死
亡
し
た
月
分
で
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
た
月
以
降
に
送
ら
れ
て
き
た
年
金
は

こ
の
死
亡
践
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
年
受
け
と
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

金
を
支
払
う
社
会
保
険
庁
や
水
戸
高
い
。

社
会
保
険
事
務
所
一
4
1
1
1
4

で
は
、
年
金
を
引

続
き
支
払
っ
て
し
一

ま
い
ま
す
。
そ
し

て
、
年
金
受
給
者
一

が
死
亡
し
た
月
分

以
降
の
年
金
一
務
量
一
川
パ
一



一
人
の
善
意
の
積
み
重
ね
が
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
形
づ
く
り
ま
す
。
特
に
今

回
は
、
地
元
の
事
業
所
で
あ
る
原
研
・

動
燃
の
職
員
の
方
々
が
多
く
、
住
民
と

一
緒
に
な
っ
た
地
域
づ
く
り
へ
の
前
向

き
の
姿
勢
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
口
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す。〔
一
般
〕

鈴
木
幸
一
初
回

渡
辺
高
志
初
回

山
一
戸
田
栄
初
回

新
回
貞
男
幻
一
回

出
口
一
勇
幻
田

高
木
弘
之
お
田

宮
内
陸
幻
[
山

田
山
幸
弘
加
図

関

根

幸

子

M
回

田

山

忠

れ

図

〔
動
燃
大
洗
〕

黒
氏
栄
品
早
川
山
田

鈴
木
東
海
田
力
別
問

八

木

昭

初

回

佐
久
間
和
彦
れ
図

千
葉
雅
弘
乱
回

佐
川
昌
宏
明
叫
図

〔
大
洗
水
族
館
〕

大
山
政
信
幻
回

昭和田年5月1臼

磯
浜
小
学
校
は
町
内
で
一
番
交
通
回
一
一
恩

の
多
い
道
路
に
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
通
用
門
は
、
給

食
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
納
入
車
両
と
正
門

で
の
歩
行
者
(
児
章
一
)
の
出
入
口
を
分

離
す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
な
登
下
校

を
実
現
す
る
も
の
で
す
。

4
月
に
迎
え

る
新
一
年
生
へ
の
、
形
を
変
え
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
も
い
え
ま
す
。

開
通
式
は
2
月
幻
日
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
当
日
は
底
冷
、
え
の
す
る
た
い

へ
ん
寒
い
日
で
し
た
。

伊
藤
校
長
は
じ
め
先
生
方
と
6
年
生

全
員
が
見
守
る
な
か
、
竹
内
町
長
、
田

口
教
育
長
、
生
徒
代
表
が
揃
っ
て
テ

i

プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
参
加
者
の
拍
手

で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

続
い
て
生
徒
を
代
表
し
て
小
沼
光
男

君
に
よ
る
謝
辞
の
後
、
竹
内
町
長
は
通

学
時
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
述
べ
、
さ

ら
に
「
皆
さ
ん
は
、
こ
の
厳
寒
の
臼
カ

ゲ
に
長
時
間
、
し
か
も
整
然
と
並
ん
で

式
典
に
臨
ま
れ
た
。
そ
の
態
度
に
深
く

感
銘
し
、
必
ず
立
派
な
中
学
生
に
な
ら

れ
る
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
U

と
付
け

加
え
ま
し
た
。

今
、
桜
の
花
ぴ
ら
の
舞
う
季
節
と
な

り
、
新
中
学
生
と
な
っ
た
6
年
生
の
多

く
は
こ
の
通
用
門
を
回
凡
な
が
ら
通
学
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〔
原
研
大
洗
)

石
川
一
哉
幻
厨

回
出
代
勉
加
問

笠
井
芳
郎
幻
一
回

望
月
民
三
幻
凶

川
嶋
一
幸
幻
関

山
口
英
雄
幻
一
回

小

畑

雅

博

M
問問

木

崎

実

m沼

稲
葉
幸
夫
辺
箇

兼

川

博

n日
閥

横
内
緒
一
郎
泊
四

相
沢
静
岡
刀
辺
倒

長
嶋
久
雄
日
以
図

薄

井

健

幻

図

〔
大
洗
町
役
場
〕

坂
本
次
郎
幻
問
問

柳
田
雄
作
幻
問

問
中
幸
江
初
回

菅
谷
惣
衛
幻
一
回

市」

な
お
、
こ
の
事
業
費
は
1
千
加
万
円

で
、
こ
の
他
に
小
学
校
脇
の
町
道
の
拡

幅
工
事
と
、
そ
れ
に
伴
う
土
手
の
整
備

等
も
併
せ
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

4
同
月

4
日
、
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
の
す
ぐ

北
側
の
岸
壌
で
一
隻
の
新
造
船
が
ク
レ

ー
ン
で
お
ら
れ
、
静
か
に
水
面
に
降
ろ

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
船
は
、
「
沿
岸
地
域
活
性
化
緊

急
対
策
事
業
」
に
よ
り
、

7
0
0
万
円

の
事
業
費
を
国
崎
県
・
町
・
大
洗
町
漁
協

が
7
・・

1
・・

2
の
割
合
で
負
担
し
造
ら

れ
た
も
の
で
、
は
ま
ぐ
り
等
の
密
漁
監

視
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

進
水
式
に
は
、
小
松
崎
大
洗
町
漁
協

組
合
長
は
じ
め
理
事
さ
ん
が
た
や
、
竹

内
町
長
・
和
田
町
議
会
議
長
・
菅
原
経

済
常
任
委
員
長
が
出
席
し
、
進
水
を
祝

今
や
か
人
生
八
十
年
H

と
い
わ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
最
近
の
医
療
の
進
歩
に

よ
り
体
力
の
な
い
高
齢
者
の
手
術
も
可

能
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
医
療
を
支
え

て
い
る
の
が
「
献
血
制
度
」
だ
と
い
え

ま
す
。現
在
の
献
血
制
度
は
、
①
捌
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
②
側
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
争
成
分
献

血
の

3
つ
の
採
血
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
棚
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
採
血
は
、

輸
血
最
が
よ
り
少
な
い
人
数
で
賄
え
、

患
者
の
副
作
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
な
ど
安
全
性
の
高
い
方
法
の
た
め
、

い
ま
普
及
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
各
国
で
も
以
前
か
ら
こ
の

側
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
採
血
が
主
流
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
安
全
性
は
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

成
分
献
血
は
、
水
戸
の
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
血
液

中
の
必
要
成
分
だ
け
を
と
っ
て
残
り
を

体
内
へ
返
す
方
法
で
す
が
、
時
間
が
か

か
る
の
が
唯
一
の
欠
点
で
す
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
昭
和

白
年
以
降
で
通
算
初
回
以
上
の
献
血
を

さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

竹
内
町
長
は
感
謝
状
と
記
念
品
を
手

渡
し
た
後
、
「
皆
さ
ん
の
よ
う
な
、
一
人

い
ま
し
た
。

試
運
転
は
、
理
事
さ
ん
や
関
係
者
が

乗
り
込
み
、
関
根
勝
一
さ
ん
の
操
舵
で

港
湾
内
を
周
回
し
、
海
上
祈
願
を
行
な

い
ま
し
た
が
、
最
高
速
度
却
ノ
ッ
ト
(
時

速
約
出
キ
ロ
)
は
さ
す
が
に
速
く
、
船

首
を
も
た
げ
海
衝
を
切
り
さ
く
よ
、
つ
を

走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

今
後
の
密
漁
防
止
の
大
き
な
戦
力
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
、
7
0

な
お
、
性
能
・
設
備
等
は
次
の
通
り

で
す
。
総
ト
ン
数
日
t
、

m
pデ
ィ
ー

ゼ
ル
、
無
線
機
、
レ
ー
ダ
ー
、
拡
声
器
、

探
照
灯
、
そ
の
他

南

』

幅

つ

~"l 

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

ら

聞
で
き
る
」
と
い
う
期
待
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
、
7
0

こ
の
た
め
、
磯
節
と
大
洗
音
頭
の
踊

り
を
披
露
す
る
磯
浜
・
大
震
・
夏
海
の

各
婦
人
会
や
各
小
中
学
校
の

P
T
A
の

お
母
さ
ん
方
、
ま
た
水
産
加
工
組
合
や

漁
協
の
婦
人
部
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
大
洗
本
場
磯
節
保
存
会
の
先
生
方

の
指
導
の
一
花
、
猛
練
週
間
を
始
め
て
い
ま

す。

こ
の
大
会
は
水
産
業

界
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
年
々
盛
大
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
全
国

か
ら
の
来
場
者
は
約

5
、
0
0
0
人
と
い
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
盛
り
上

げ
る
の
は
何
と
い
っ
て

も
郷
土
色
豊
か
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
こ
れ

は
ま
た
、
町
民
の
方
々

が
主
役
と
な
る
も
の
で

す。

特
に
わ
が
町
は
、
か
磯
節
発
祥
の
地
H

と
し
て
全
面
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
多

く
の
来
場
者
に
は
「
本
場
の
磯
節
が
見

あ

大洗町漁協婦人部の練習風祭

おお

ア
エ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル

3
隅
隅
建
じ
模
様
替
え

世界輸血先進諸箆の献血率(年間献血者五基ベ数/総人口%)および1間採血議

〈注〉自本は昭和60年、外国は57年調べ。

(日本の場合献血率は標準以上だが¥

採血量が少ないため絶対量が少ない/

し
ば
ら
く
ぶ
り
で
フ
ェ
リ

i
港
に
来

た
方
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
い
つ
の

間
に
か
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
に
気
が

つ
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
大
洗
港
の
取
扱
貨
物
が
著

し
い
伸
び
を
示
し
(
臼
年
度
は
前
年
比

川
%
増
・
・
・
ヲ
}
れ
は
全
昌
で
も
有
数
の
伸

び
率
で
す
)
こ
れ
に
伴
、
っ
業
務
量
の
増

加
で
、
今
ま
で
の
事
務
所
が
手
狭
と
な

っ
た
た
め
に
上
屋
を
増
設
し
、

3
階
建

と
し
た
も
の
で
、
こ
の

2
月
下
旬
に
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
好
調
を
反
映
し
て
、
フ
ェ
リ
ー

2
社
も
そ
れ
ぞ
れ
新
造
船
を
投
入
し
、

北
海
道
と
の
航
路
開
設
以
来
の
貨
物
量

は
、
側
万
ト
ン
を
超
、
え
て
い
ま
す
。

な
お
、

3
階
は
鮒
B
本
沿
海
フ
ェ
リ

ー
と
大
洗
埠
顕
開
発
械
の
事
務
所
と
な

漁
協
の
婦
人
部
が
4
月
口
日

凶
に
魚
市
場
で
行
な
っ
た
練
習
の
も
よ

う
で
す
。
皆
さ
ん
、
一
生
懸
命
で
額
に

汗
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
大
会
当
8
に
は
、
見
事
な
成

果
を
見
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

り
ま
す
。
新
装
な
っ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

第
8
関
全
国
豊
か
な
海
、
つ
く
り
大
会

の
開
催
が
、
山
山
月
お
臼
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
る
運
動

県
知
事
よ
れ
ソ
一
二
名
に
感
謝
状

皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る

団
体
で
道
路
反
射
鏡
等
交
通
安
全
施
設

の
清
掃
の
実
施
、
交
通
安
全
母
の
会

の
脊
成
と
街
頭
指
導
、
自
転
車
の
整

備
無
料
点
検
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
、
き
る
4
月
1
日
役
場
に
お
い

て
竹
内
町
長
か
ら
感
謝
状
を
伝
達
い
た

し
ま
し
た
。

閤(バードウィーク〕

野
鳥
は
、
豊

か
で
う
る
お
い

の
あ
る
生
活
環

境
を
形
成
す
る

上
で
欠
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

野
鳥
は
、
森

林
や
農
作
物
を

窓
口
虫
か
ら
保
護

す
る
益
鳥
で
す
。

新
し
い
茨
城
の
交
通
マ
ナ
!
を
高
め

る
沼
市
民
運
動
を
積
極
的
に
推
進
、
実
践

さ
れ
て
き
た
功
績
に
よ
り
、
沼
市
交
通
対

策
協
議
会
長
で
あ
る
県
知
事
か
ら
次
の

三
名
の
方
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山
崎
好
雄
殿
磯
浜
ニ
四
一
四

黒
沢
み
つ
江
澱
磯
浜
七
一
七

榎
酒
伸
長
男
殿
磯
浜
二
五
二
九

5丹10自'"'-'168 

〈資料〉厚生省

(3)第197号

6

9

8

 

9
 

饗

献

血

率



第197号 (4)

一
中
グ
ラ
ン
ド
「
夜
開
頼
関
明
施
設
」

の
開
放
に
つ
い
て

L、

2 

月

3 

月|金|金|水j水Ifl

ら

4 5 

あ

6 7 

お

8 

お

1211111019 

土!金[木!月

〈
注
意
事
項
〉

ω毎
1
日
、
日
目
の
午
前
9
時
に
行
な
わ
れ
る
抽
選
会
へ
の
遅
刻
は
、

る
理
由
が
あ
っ
て
も
認
め
な
い
。

ω抽
選
は
1
人
1
聞
と
し
、
他
チ

l
ム
の
代
理
抽
選
は
一
切
認
め
な
い
。

同
専
の
駐
車
は
、
片
側
駐
車
と
す
る
。

川
間
取
の
走
行
は
、
区
画
整
理
内
で
は
徐
行
と
し
、
み
だ
り
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

鳴
ら
さ
な
い
こ
と
。

同
民
家
の
出
入
口
前
の
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

附
飲
ん
だ
ジ
ュ
ー
ス
空
き
缶
等
は
、
利
用
団
体
で
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
。

ミ

通

ご

し
カ
六
d

相
即
売
業
@
小
売
業
の
皆
さ
ま
へ

『

6
月
1
日
は
商
業
統
計
調
査
の
日
で
す
』

通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
臼
年
6
月
1
5
現
定
で
商
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。こ
の
調
査
は
、
全
国
の
却
売
業
、
小
売
業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
萌
庖
を

対
象
と
す
る
調
査
で
、
我
が
国
の
商
庖
の
販
売
活
動
の
実
態
や
、
分
布
状
況
及

び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

い
わ
ば
「
商
業
の
国
勢
調
変
」
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
商
屈
の
皆
様
の
御
協
い
た
し
ま
す
。

昭和63年5月1B 

愛
犬
家
の
み
容
さ
ま
へ

制
剤

一
中

狂
犬
病
の
予
防
注
射
と
登
録
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
犬
を
お
餌
い
の

方
は
、
漏
れ
な
く
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
ふ
九

(
料
金
・
手
数
料
)
S千
円

(
担
当
獣
医
)
鈴
木
先
生

5
月
刊
日
間

5
月
げ
口
μ

閃

5
月
間
日
附

尚
、
当
日
予
防
注
射
を
受
け
る

際
、
犬
に
異
状
の
あ
る
場
合
は
、

必
ら
ず
担
当
獣
医
に
申
し
出
て
下

さ
い
。
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

衛
生
課
・
環
境
保
全
係

T
E
L
M
∞1
1
0
1
0
 

5
月
四
日
制

大
洗
時
嘗
公
開
醐
墓
地
@
名
義
畿
圏
換

@
許
可
証
の
再
交
付
@
許
暗
証
の

櫨
認
に
つ
い
て
の
知
ら
せ

上
記
の
件
に
つ
い
て
、
大
洗
町
営
公
閣
官
官
地
設
霞

I
A

及
ぴ
管
理
に
関
す
る
条
例
を
昭
和
俊
年
4
月
1
日
寸
山

よ
り
施
行
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
左
記
の
事
北

項
に
該
当
す
る
方
は
、
必
ず
一
度
は
大
洗
町
保
健
司
μ

セ
ン
タ
ー
内
、
環
境
保
全
係
へ
お
出
で
下
さ
い
。
例

(

該

当

事

項

)

:

的
使
用
許
可
者
が
死
亡
及
ぴ
不
明
の
場
合
に
名
川
哨

義

室

開

換

を

さ

れ

て

い

な

い

方

司

一

制
使
用
…
許
可
証
を
粉
失
し
再
交
付
さ
れ
て
い
な
知

い
方

付
使
用
者
の
名
義
変
更
通
知
書
を
受
け
て
ま
だ
る

来

て

い

な

い

方

↓

仲
墓
地
使
用
者
で
役
場
よ
り
通
知
書
を
受
け
て
お

い

な

い

方

‘

l

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
密

ω
1
0
1
0
畑
d

環

境

保

全

係

密

ω
l
1
0
1
4
4山

(衛

11「ノ

日

場

所

祝

町

亀

屋

高

局

前

明

治

記

念

館

前

大

洗

第

一

鳥

居

前

港
湾
入
口
漁
具
倉
庫
前

二

丁

目

観

音

様

前

商

福

寺

前

藤

本

ペ

ン

キ

局

前

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

永

町

豊

後

麗

旅

館

前

永

町

三

夜

尊

前

髭

釜

道

祖

神

前

桜

道

湯

浅

材

木

鹿

前

亀

山

鮮

魚

局

前

大

洗

駅

前

大

賞

小

学

校

前

美

家

古

美

容

院

前

大

賞

集

会

所

前

角

一

諏

訪

神

社

前

前

原

住

宅

夏

海

農

協

前

松

川

公

民

館

前

川

岡

野

商

活

前

(63.2月現在)
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l
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・日・・

2
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2
・・日
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3

・・日

3
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ω

午後午前午後午前午後午前f麦午大
洗
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
日

年
度
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す。
体
育
協
会
加
盟
の
ク
ラ
ブ
で
会

員
も
わ
ず
か
で
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
は
左
記
の
と
お
り
で
す
の
で

こ
の
機
会
に
入
会
し
で
一
緒
に
テ

ニ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
大
歓
迎
ノ

食
会
費
入
会
金

年
会
費

大
練
習
日

毎
日
曜
日
馴
9
時
j
間
1
時

毎
火
曜
日
間
1
時
1
剖

5
時

交
練
習
場
所

大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

品
開
申
し
込
み
a

問
い
合
せ
先

大
洗
町
磯
浜
捌
宮
町

l
童
六
八

江
口
洋
一
ま
で

一、

0
0
0丹

六、

0
0
0円

善
m
〉
意
。
の
m
v

寄
m
v

附

一
、
金
叩
万
別
円
也

全
日
本
鮫
渦
艦
団
茨
城
本
部

会
長
真
栄
叢
同
点
信

本

部

長

渡

辺

光

(
交
通
遺
児
の
み
な
さ
ん
へ
)

一
、
金
1
方
開
円
也

動
燃
労
・
大
洗
支
部
青
年
婦
人
部

谷

山

定

美

音E
長

(
廃
品
回
収
の
収
益
の
一
部
)

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
た
も
の
で

す
。
寄
附
さ
れ
た
方
の
趣
旨
を
生
か
し
、
社

会
福
祉
向
上
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

事予定章受
催事内容

日立セントラノレ側主僕による
まんが映磁上映会

磯浜小学校主催による合唱練習会

スワンバレエ研究所主催による
クラシ yクバレエ教室

大洗i巷振興会主催による総会
日本クロレラ療法研究会主催による
クロレラ療法的説明及び相談会

水戸地区交通安全協会主催による
運転免許更新時講習会

械ヤマサン主催による日用雑貨
展示即売会
茨城県民謡民舞連合会主催による
茨城町民議コンク ル

F1大洗文化センター
務催日 i 開始時荷 関儀場所

lレ

リハーサル皇室

リハーサル室

大会議室

大会議集

大会議室

大会議案

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
軟
式
野
球
に
は
絶
好
の
シ

i
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

弘

伊

一

品

開

開

放

時

間

z
i九ノ
i

昭
和
田
年
5
月
1
臼
jmω
月
泣
R

A
騒
J

M

1

9

7

「可
-A
麟
食
開
放
時
間

騒
鱗
札
断
駒
叩
/
針
繍
矧
醐
脚
午
後
7
時
1
9
時

(
2
時
間
)

6

頃
ν閣
は
強
謬
盤
品
開
使
熔
料

同
議
弔
嬰
九
議
離
九
町
内
チ
!
ム
一

O
、
0
0
0門

戸

zr騒
闘
機
織
炉
内
閣
い
町
外
チ

i
ム
ニ
O
、
0
0
0円

/
ι
洩
鐙
遺
品
開
申
込
み
方
法

毎
月
1
臼
・
目
白
(
日
・
祭
日
の
場
合

は
、
翌
日
)
の
午
前
9
時
に
行
な
わ
れ
る
抽
選
会
で
決
定
し
ま
す
。

O
抽
選
会
場

i
中
央
公
民
館
事
務
室

※
但
し
、
第
1
回
自
の
抽
選
会
は
、

4
月
目
白
(
月
)
午
前
9
時
に
行
な
い

ま
す
。

開
放
臼
(
貸
出
日
)
及
び
抽
選
日
は
表
の
と
お
り
で
す
。

番

号

抽

選

B

割
引

i
4「
|
剖
「

l
ポ

i

1

4

月

白

日

月

5
月
1
臼

1

5
月
日
日

5
月

1

5

5

月
刊
日

i

5

R
紅
白

5
月
日

8

6

月
1
8
1
6
月
日
臼

6
月
1
日

6
月
日

5

1

6
月
初
日

6
月
日
日

7
同
月

1
臼

i

7
月
日
日

7
月
1
日

7
月
訪
日

i

7
月
目
白

7
月
日
日

8
月
1
日

i

8
月
日
臼

8
月
1
日

8
月
日
目

l

8
月
白
日

8
月
日
日

9
月
1
日

1

9
月
日
日

9
月

1

5

9

月
日
日

i

9
月
初
日

9
月

日

日

叩

月

1
5
j
叩
月
日
日

日
月
1

5

叩
月
日

8

1
日
月
訂
臼

ホ13:00 

9 : 00 

9 : 00 

9 : 00 

13: 00 

13: 00 

9 : 00 

10:00 1 B(臼)

3日(必

12B術・19B併26B時

24日(火)

26臼同

27 B幽

288ω298(B) 

29 B(日)

催事名

まんが映沼会(東狭まんがまつり)

習会

教案

大洗港振興会総会

クロレラ療法説明相談会

運転免許更新時講習会

臼用品雑貨展示郎売会

第12包茨城の民議コンクール

練

コニ

割昌

レ

メ入
口

ノ〈

殿殿殿lレホ9 : 00 

予/ y 予/ 予/ 予/ ち/ ち/ 予/ ち/ ち/ 予/ 月
6 2 31 27 26 25 24 23 19 12 11 
(月) 付4 (刈 ω (本) かぬ (火) 伺) やf'.:) 付市 (水) 日

手し 千経 チ縫 母 母 母 母 手L
官主 ン口 ンロ 子 子 子 骨量 毒事
き"かヨシ 児 投与生ポ

投生 子
歳
児

乏ロかク

査 与ポ {呆 f呆 f呆
児

ヨま 業及 健 健 健 及
び 健 オ オ キ目

鍵
鍵 ぴ

名中目 ワ ワ 教 教 教 格
談 診一 ク ク 室 室 室 ヨH災K 三ロヨムシ 員会 E生

成 生生 生 生 妊 妊 妊
す更性母
月stl 生生 成

人 後後 後 後 娠 娠 娠 31和 後後 人

病者患
6 2 3 3 6 6 6 る及 日60 6 2 

病者患カカ カ カ カ カ カ 合場乳ぴ
に年 カカ 対

月月 丹 月 月 月 月 生1 月月
及 ! ! あも幼児 ま月 ! ! "'& 
び 7 3 18 18 9 9 9 れ 1 7 3 ぴ

象
カカ カ カ カ カ カ り( fこ日 カカ

妓 月jヨ 月 月 月 月 月 ま者間 児 1 月月 暗主
f主 グ)0) 。3 0) 。〉 σ〉0) す合 蓑和昭 0)0) f主
民 者者 者 者

初i'iE 革事B主 初産 者者 民 者
よ 60 

0) σ〕 0) り 年
者 者 者 刀~え 3 

1 I 1 I 1 I 1 I 1 I 10 I 1 
1 E寺1時19 5 

1 1 1 

受付待問
2時 2時品特 2時 3持 2時 F

ロヰ守0時0 
2 s寺 2 a寺

時0日時00I ~151 a寺15 時30I s寺00I 1'l'30 待。。 時00
15分 15分 15分 15分 30分 00分 30分 30分 15分 15分 15分
分分分分分分分 分 分 分 分

祝町4亙

片開智fこくん

(2才3ヶ月)

保健セ

だより
「
機
能
間
後
割
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
l
午
前
日
時
)

0
5
月
日
白
幽

0
5
月
口
日
附

0
5
月
m
B
樹

0
5
月
川
抗
日
附

0
5
月
U
B
幽

0
5
月
目
日
同

0
6
月

3
日
掛

午
前
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
5
月
刊
日
同
(
専
門
療
法
士
来
所
)

0
6
月
7
白川
W
(
専
門
療
法
土
来
所
)

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者
。

寵

京選
7舗ホ言
才〈区
7ん
ケ
月

{訂

正〕

出生 20人

死亡 21人

転入 88人

転出114人

盟7の人t:Iと世帯

先
月
号
の
本
欄
で
掲
載
し
ま
し
た
、
「
寄

附
」
中
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
明
寿
会
(
代
表

高
橋
兼
吉
澱
)
か
ら
雑
巾
弘
枚
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
出
枚
の
誤
ま
り
で
す
の
で

こ
こ
に
訂
正
し
、
慎
し
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

21，276人(-27)

10，463人(-18)

10，813人(-9) 

世帯数 6，143戸(-3) 

広
報
公
聴
妥


